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本研究を行った2018(平成30)年からさかのぼること100年前の1918(大正７)年，原敬内閣が成立した。

原敬内閣は，米騒動により倒壊した寺内内閣の後に日本初の本格的政党内閣として誕生した。大正時代

は，多くの内閣が２年以内に終わりを迎える一方で，原敬内閣は３年以上存続した。本授業開発は，原

敬内閣はなぜ３年以上も政権を維持することができたのかということを解明することをねらいとするも

のである。

１．はじめに
第一次世界大戦末期の1918年，原敬内閣の前の内閣で

ある寺内内閣の時に日本はアメリカ・イギリス・フラン

スとともにシベリア出兵を行い，その後日本は1922年ま

で出兵を続けることになる。また，シベリア出兵は，国

内の米騒動の誘因ともなり，米騒動によって寺内内閣が

倒壊することにもなった。第一次世界大戦終結後は，ヴ

ェルサイユ条約によって新たな国際秩序が形成され，国

際連盟の設立など平和の実現に向けた国際的協調外交が

展開されていった。日本国内では大正デモクラシーの風

潮が高まり，普通選挙を求める運動などの社会運動が盛

んになる一方で２年以内に終わりを迎える内閣が多かっ

た。このような中で日本最初の本格的政党内閣として誕

生した原敬内閣は，外交において協調外交を進めて国際

社会の動きに同調するとともに，国内政治においては教

育の振興や産業の奨励などの積極政策を展開した。本授

業開発は，大正期には２年以内で終わりを迎える内閣が

多かったにもかかわらず，なぜ原敬内閣が３年以上政権

を維持することができたのかということを解明するもの

である。

２．原敬内閣の外交と政治
原敬は岩手県盛岡市の生まれで，外務省の官僚や新聞

社の社長を務め，後に政界に入りやがて立憲政友会の総

裁となり内閣総理大臣になった人物である。また，原敬

は生涯にわたり決して爵位を受けなかったことから「平

民宰相」とよばれた。なお，原敬は自らの死の９か月前

にしたためた遺書の冒頭に，「位階・勲等は一切受けな

いこと」と記している。

1918年に起こった米騒動は，シベリア出兵を見越した

米の投機的買い占めなどにより米価が高騰したことによ

って起こった。寺内内閣はこの米騒動によって倒壊した。

寺内内閣の後には，原敬内閣が成立した。原敬内閣は，

衆議院の第一党の立憲政友会の総裁である原敬を首班と

し，陸軍・海軍・外務大臣以外は立憲政友会の政党員と

いう日本最初の本格的政党内閣であった。また，大正期

には２年以内で終わりを迎える内閣が多かったにもかか

わらず原内閣は３年以上政権を担当した。

原内閣は，シベリア出兵については兵力の減員を行お

うとした。また，原内閣は第一次世界大戦の講和条約で

あるヴェルサイユ条約に調印するとともに，戦後に国際

社会において平和の実現への機運が高まっていく中で，

国際連盟に加盟するなど協調外交を展開して国際社会の

動きに同調した。

原内閣は，国内政治に関しては積極政策を掲げ，①教

育の振興②産業の奨励③交通・通信の整備④国防の充実

の推進を図った。原内閣は，1918年に大学令・改正高等

学校令を公布して高等教育の充実を図ったり，1919年に

衆議院議員選挙法を改正し，有権者の納税資格を３円以

上に引き下げ，選挙区を小選挙区制に変更するなど施策

を展開していった。こうした中で，1920年野党の憲政会

などが普通選挙法案を衆議院に提出し，各地で普通選挙

を求める運動が高まった。このような動きに対して原内

閣は，普通選挙は時期尚早との考えから衆議院を解散し，

総選挙において与党立憲政友会は積極政策を掲げて臨

み，選挙で圧勝した。原内閣は選挙後に鉄道院を鉄道省

に昇格させて鉄道の整備・拡充を図るなど政策を遂行し

ていった。原敬は，1921年に東京駅で暗殺され原内閣は

終わりを迎えるが，原内閣は，国際社会において協調外

交を進展させるとともに，国内では積極政策を展開する

ことによって，大正時代としては異例の３年以上存続す

る内閣となったのである。
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３．単元と評価規準
(１)単元名 第一次世界大戦と日本

(２)単元のねらい

第一次世界大戦はなぜ起こったのか，大戦は国際

社会や日本の社会・経済にどのような影響を及ぼ

したのか，また政党政治がどのように誕生し発展

したのかという諸課題を探究し理解を深めること

をねらいとする。

(３)単元計画（全８時）

①大正政変(１時間)

②第一次世界大戦と日本の中国進出(１時間)

③大戦景気と政党内閣の成立(１時間)

④原敬内閣の外交と政治…本時(１時間)

⑤ワシントン体制(１時間)

⑥社会運動の勃興と普選運動(１時間)

⑦護憲三派内閣の成立(１時間)

⑧市民文化(１時間)

(４)単元の評価規準

○関心・意欲・態度

第一次世界大戦前後の世界や日本の動向と変容について関心をもち，意欲的に学習に取り組んで

いる。

○思考・判断・表現

第一次世界大戦前後の世界や日本の動向と変容について，多角的に考察し的確に表現することが

できる。

○技能

第一次世界大戦前後の世界や日本の動向と変容について，資料を効果的に活用して追究すること

ができる。

○知識・理解

第一次世界大戦前後の世界や日本の動向と変容について理解している。

４．本時の主題とねらい
(１)本時の主題 原敬内閣の外交と政治

(２)本時のねらい

1918(大正７)年の米騒動後，日本初の本格的政党内閣として原敬内閣が成立した。一方，原敬内閣

は普通選挙運動が高まっていた当時，普通選挙の導入には消極的であった。本時では，このような状況に

おいて原敬内閣がなぜ３年以上政権を維持し続けることができたのかということを解明していくことを

ねらいとする。

(３)本時の目標

◎原敬内閣は，国際社会において協調外交を進展させるとともに，国内では教育・産業の振興などの積極

政策を展開したことによって，３年以上政権を維持し続けることができたことを理解させる。

○原敬内閣は，第一次世界大戦後の国際社会において，ヴェルサイユ条約の調印や国際連盟への加盟など

協調外交を進展させたことを理解させる。

○原敬内閣は，教育・産業の振興などの積極政策を展開したことによって，３年以上政権を維持し続ける

ことができたことを理解させる。
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５．授業展開過程

教師の発問 教授・学習活動 資料 習得させたい知識

・1918(大正７)年の米騒 Ｔ：発問する ・原敬内閣。

動後に日本で成立した Ｐ：答える

内閣は何か。 Ｔ：資料を配布

し，説明する

導 ・原敬はどのような人物 Ｔ：発問する １ ・岩手県盛岡市生まれ，外務省の

か。 Ｐ：答える 写① 官僚や『大阪毎日新聞』の社長を

Ｔ：説明する 務めた，立憲政友会総裁，平民宰

相と呼ばれた。

・原内閣はどのような内 Ｔ：発問する ２ ・日本初の本格的政党内閣，陸相

閣か。 Ｐ：答える ・海相・外相以外は立憲政友会員。

入 Ｔ：説明する

・大正時代の各内閣は，何 Ｔ：発問する ３ ・多くは２年未満。原内閣は，３

年くらい存続しているか。 Ｐ：答える 年以上続いた。

Ｔ：説明する

・原敬内閣は，なぜ３年以 ・本時の学習課題を設定する。

上も政権を維持することが

(10) できたのだろうか。

□原内閣は，どのような外

交を行っただろうか。

・第一次世界大戦の末期， Ｔ：発問する 資 ・シベリア出兵。

原内閣の前の寺内内閣の時 Ｐ：答える ｐ255 チェコスロバキア兵の救出を名目

から行われ，米騒動が起こ Ｔ：説明する としてアメリカ・イギリス・フラ

るきっかけとなったでき事 ンス・日本が出兵。

は何か。

展

・シベリア出兵の目的は， Ｔ：発問する ・社会主義政権の影響を防ぐため。

どのようなことだったのだ Ｐ：答える アメリカ・イギリス・フランスも

ろうか。 Ｔ：説明する 出兵。日本のみ1922年まで出兵を

続けた。

・原内閣は，シベリア出兵 Ｔ：発問する ・シベリアに派遣している兵の減

についてどのように対処し Ｐ：答える 員を行おうとした。

たのだろうか。 Ｔ：説明する

開 ・原内閣の時に第一次世界 Ｔ：発問する ・ヴェルサイユ条約が結ばれた。

大戦が終結した。第一次世 Ｐ：答える

界大戦の講和は，どのよう Ｔ：説明する

に行われたのだろうか。
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・ヴェルサイユ条約締結の Ｔ：発問する ・西園寺公望・牧野伸顕ら。

ためのパリ講和会議の日本 Ｐ：答える

全権は誰か。 Ｔ：説明する

１ ・ヴェルサイユ条約の内容 Ｔ：発問する ・ドイツに対する軍備の制限，巨

は，どのようなものであっ Ｐ：答える 額の賠償金など。

たのか。 Ｔ：説明する

・第一次世界大戦後，国際 Ｔ：発問する ・国際連盟の結成など平和に向け

社会においてどのような動 Ｐ：答える た動きが高まった。

きがみられただろうか。 Ｔ：説明する

・このような動向の中で， Ｔ：発問する ・1920年に国際連盟に加盟するな

原内閣はどのような外交 Ｐ：答える ど協調外交を展開して国際社会の

(15) を展開したのだろうか。 Ｔ：説明する 動きに同調した。

□原内閣は，国内でどのよ

うな政治を行ったただろう

か。

・原内閣は，国内でどのよ Ｔ：発問する ・1918年に，大学令・改正高等学

うな政策を展開しただろう Ｐ：答える 校令を公布して，高等教育の充実

か。 Ｔ：説明する を図った。

資 ・1919年に，衆議院議員選挙法を

ｐ262 改正し，有権者の納税資格を直接

国税３円以上と引き下げ，選挙区

制を大選挙区制から小選挙区制に

変更した。

展 ・1920年には，国内はどの Ｔ：発問する ４ ・戦後恐慌が発生した。普通選挙

ような状況だっただろう Ｐ：答える ５ 運動が高まった。

か。 Ｔ：説明する ６

・普通選挙運動が盛り上が Ｔ：発問する ・議会に普通選挙法案を提出した。

る中で，野党の憲政会など Ｐ：答える

は，どのような動きをみせ Ｔ：説明する

ただろうか

・このような動きの中で， Ｔ：発問する ・1920年２月に衆議院を解散した。

原内閣は，どのような動き Ｐ：答える

をみせただろうか。 Ｔ：説明する

・1920年５月の総選挙は， Ｔ：発問する ７ ・与党の立憲政友会が圧勝した。

開 どのような結果になったの Ｐ：答える

だろうか。 Ｔ：説明する

- 159 - 



・衆議院議員選挙に際し Ｔ：発問する ・(予想)経済の立て直し。選挙の

て，与党の立憲政友会はど Ｐ：答える 有権者の拡大。など

のような方針で臨んだのだ Ｔ：説明する

ろうか。

・原敬は，普通選挙につい Ｔ：発問する 史 ・時期尚早と考えていた。

てどのように考えていただ Ｐ：答える ｐ410

ろうか。 Ｔ：説明する

・原内閣は，1920年５月の Ｔ：発問する ・組閣当初からの政治方針でもあ

総選挙において，普通選挙 Ｐ：答える る積極政策を掲げた。

を求める野党の動きに対し Ｔ：説明する

２ てどのように対応しただろ

うか。

・積極政策とは，どのよう Ｔ：発問する ８ ・①教育の振興②産業の奨励③交

な政策だろうか。 Ｐ：答える 通・通信の整備④国防の充実。

Ｔ：説明する

・なぜ与党の立憲政友会が Ｔ：発問する ・立憲政友会が掲げた積極政策が

圧勝したのだろうか。 Ｐ：答える 多くの支持を集めた。前年の選挙

Ｔ：説明する 制度の変更が立憲政友会に有利に

はたらいた。

(20)

・原内閣は，その後どのよ Ｔ：発問する ・積極政策を進め，1920年10月に

うになっただろうか。 Ｐ：答える は最初の国勢調査を行うなどした

終 Ｔ：説明する 写 ② が，1921年11月に原敬首相が東京

～④ 駅で暗殺され，終わりを迎えた。

・原敬内閣は，なぜ３年以 Ｔ：説明する ・原敬内閣は，国際社会において

結 上も政権を維持することが Ｐ：まとめる 協調外交を進展させるとともに，

できたのだろうか。 Ｔ：確認する 国内では教育・産業の振興などの

(５) 積極政策を展開した。

( )内は分 資：『図説 日本史通覧』(帝国書院) 史：『新編 史料日本史』(とうほう)

写…写真 ①：原敬生家 ②～④：東京駅丸の内南口(いずれも授業者撮影)

使用教科書：『改訂版 日本史Ａ』(山川出版社)
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資料

資料１：原敬の写真(伊藤之雄『原敬 外交と政治の理想 下』講談社選書メチエ所収)

資料２：原内閣の閣僚(伊藤之雄『原敬 外交と政治の理想 下』講談社選書メチエ所収)

資料３：内閣表(『改訂版 日本史Ａ』(山川出版社)所収)

資料４：貿易額の推移(『図説 日本史通覧』(帝国書院)所収)

資料５：第一次世界大戦とその後の物価指数(『図説 日本史通覧』(帝国書院)所収)

資料６：国会前で普選要求をする人々 (『図説 日本史通覧』(帝国書院)所収)

資料７：選挙結果の動向(『改訂版 日本史Ａ』(山川出版社)所収)

資料８：在学者数と学校数の推移(『日本の近代４ 「国際化」の中の帝国日本 1905～1924』

(中央公論新社)所収)

６．おわりに
大正年間，大正デモクラシーとよばれる民主主義的風

潮が高まり普通選挙を求める運動も盛り上がりを見せて

いた。そのような中で大正年間には，２年以内に終わり

を迎える内閣が多い。本授業開発は，原敬内閣がなぜ３

年以上も続いたのかという要因を当時の国際状況やそれ

に対処した原敬内閣の外交や国内状況に対応した原敬内

閣の政治を通して資料を用いながら解明しようとしたも

のである。また，本授業開発は今年度の当校の教育研究

会で行った５年生(高校２年生)を対象とした授業に加筆

したものである。研究会にご参加いただいた先生方から

貴重なご意見やご示唆をいただいたことに深く謝意を表

します。それらのご意見やご示唆を活かしながら今後さ

らに授業開発に精進していきたい。
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